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研究成果  

 近傍銀河の分子ガスの大規模撮像観測 COMING (CO Multi-line Imaging of Nearby 

Galaxies，研究代表者：徂徠)プロジェクトで得られたデータに加え，アタカマ大型ミリ波

サブミリ波干渉計 (ALMA) で撮られたアーカイブデータを用いて，近傍銀河の大局的な星

生成を分子ガスの分布や性質から明らかにするとともに，分子ガス量を高精度にまた複数

の方法で見積もることを目指した研究（科研費基盤研究C「星間ガス質量の高精度な導出と

それを用いた銀河の大局的星生成過程の定量的理解」）を中心に進めた。近傍の棒渦巻銀

河M 83 について，ALMA望遠鏡で取得された一酸化炭素分子 (12C16O) の複数のスペクトル線

画像から励起解析を進め，銀河の中心付近における分子ガスの物理状態を推定した。その

結果，温度・密度がほぼ同程度にもかかわらず星生成活動を伴わない領域が存在すること，

その差異を生む要因が分子雲同士の衝突にある可能性を見出した。また，COMINGで撮られ

た銀河約 30 天体について，分子ガスのデータをVLA望遠鏡で撮られた原子ガスのデータと

比較した。その結果，分子ガスが支配的な銀河の内側の領域と原子ガスが支配的な銀河の

外側の領域では，星生成率が異なる一方で分子ガスの星生成効率には違いが見られないこ

と，原子ガスの星生成率は内側の領域の方がやや高いことが明らかになった。さらに，比

星生成率は両領域でほぼ同じであり，以上のことから，星生成の活発さを決定している要

因が原子ガスから分子ガスへの転換である可能性を見出した。 

 また，ALMA望遠鏡を用いた赤方偏移が 6 の遠方のクェーサーの観測から，OHラジカルの

輝線・吸収線を検出することに成功した。スペクトル線輪郭の詳細な解析から，これは平

均で 700 km s-1 に近い速度で噴出する分子ガスアウトフローであること，質量流出率が高

くこのアウトフローが星生成活動を終焉に向かわせている可能性を指摘した。 

これらの観測的研究と同時に，筑波大学等と共同で南極大陸内陸部高地においてテラヘ

ルツ波による天文観測を実現する計画を進めており，試験機として持ち込む口径 30 cmの小

型望遠鏡の整備を進めた。当該年は，30 cm望遠鏡に搭載する電波分光計の性能測定とデー

タ取得プログラムを製作した。また，データ整約ソフトウェアも継続して製作した。 
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